
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育目標 ： 「知性を磨き 心を見つめ チャレンジする生徒」 

      『 挨拶を交わし 場を清め 時を守る』    校長 下地 秀隆 

豊見城市立伊良波中学校 学校だより 5月号  （9） 令和 7年 5月 30日発行 

◆今回の大会

では、自己ベス

トは出せたけ

ど周りと比べ

てピッチが遅

く腕の振りも

足りていない

ように感じま

した◆次の大

会に向けて、自

分の走りをし

っかり研究し

て改善し、自己

ベストを出せ

るように頑張

りたいです。 

 

柳田沙南 

（3年 5組） 

◆今大会では、スタートからゴールまでこれまでよりもとても上手

くいきました。そして自己ベストを大幅に更新できたので、とても

嬉しかったですし、目標にしていた 11秒台がやっと目に見えてきた

のでもっと陸上が好きになりました◆しかし、技術はまだまだ半端

なのでこれからもっと磨きあげていきたいです◆課題としては、レ

ース中に、前に走っている選手を気にしていたので周りを気にせず、

もっと勝負強くならないといけないことだと思います。◆次の通信

陸上ではもっとキレを上げて目標の 11秒台をだして、決勝進出を果

たしたいです。応援よろしくお願いします◆ 

田中琉翔（3年 5組） 

◆選手権大会で高

校生と始めて同じ

組になって、とても

緊張して走り組で

は最下位でした。け

れどタイムは自己

ベストの 12秒台を

出せており、とても

うれしかったです

◆次の大会では 12

秒 30 出したいで

す。そのためには練

習に欠かさず参加

し、顧問の先生のア

ドバイスをしっか

り聞くことを大切

にしたいです。さら

に早く走れるよう

に頑張ります。 

當間吏眞 

（3年 4組） 

第 76回沖縄県陸上競技選手権大会兼国スポ選考会／

九州選手権予選会 


